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                              Summary 

  This paper was designed to study the seed germination and embryogenesis in 
Cymbidium goeringii and Paphiopedilum insigne var. sanderae. The results may 
be summarized as follows. 
  1. The column of Cymbidium became thick and green after pollination, and side 
wall of the column curved inside. This column withered about 100 days after 

polination. 
 2. The ovary of Cymbidium rapidly increased in size and reached the definite 

:size after 60 to 100 days after pollination. The ovary of Paphiopedilum scarcely 
increased in lenghth from flowering through maturation, while slowly increased in 
width after pollination. 
  3. The embryo and seeds of Cymbidium rapidly increased and reached the 

definite size 80 days and 110 to 120 days after fertilization. Those of Paphiopedilum 
increased in size after fertilization and reached the difinite size, although the in-
crease was interrupted for a time. 
 4. Ovule formation occurred 43 to 45 days after pollination in Cymbidium, 

and 58 to 60 days after in Paphiopedilum. 
  The double fertilization occurred 48 to 50 days after pollination in Cymbidium, 
and 68 to 70 days after in Paphiopedilum. 

  The mature embryo sac was observed to have 8 nuclei in both Cymbidium and 
Paphiopedilum. 
  For the maturation of embryo, 115 to 120 days and 195 to 200 days after 

pollination were required, respectively, in Cymbidium and Paphiopedilum. 
  5. Proembryos of Cymbidium and Paphiopedilum at the tetrad stage were 
classified to the C1 and C2 type, respectively, according to Veyret's classification. 
Similarly, embryos at and after the quadrant stage seemed to belong to the H 
(Angraecum distichum type) and F (Coelogyne parishii type) types in Cymbidium 
and Paphiopedidilum, respectively. 

  The mature embryo was observed to be derived from the apical cells of proembryo 
in both Cymbium and Paphiopedilum. 
  6. Three to five endosperm nuclei were observed in the embryo sac after 
fertilization in both Cymbidium and Paphiopedilum. 
  7. Seeds of Cymbidium had an ability to germinate after the time between the
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octant and intermediary stages (80 days after pollination), and those of Paphio-

pedilum after the octant stage (160 days after pollination). 
 The highest percentage of seed germination was obtained when the seeds were 
harvested near the mature embryo stage. As the germination medium, the 
Hyponex medium was better than the Murashige and Skoog medium.

緒 言

ラ ン科植 物 は受 粉 後,受 精 まで の 期 間 が 比 較 的 長 く,

普 通 は数 日か ら3か 月 で,最 も遅 い種 類 で は6～10か 月

を 要 す る(2,4).ラ ンの種 子形 成 過 程 を モ ジズ リお よ び

キ ン ラ ンで 行 った組 織 学 的 観 察 に よれ ば,モ ジ ズ リで は

受 粉 後3日 ごろ に,キ ン ラ ンで は受 粉 後38～40日 ごろ

に 重 複 受精 が 認 め られ,ま た,モ ジ ズ リで は 受 粉 後13

日 ごろ に,キ ン ラ ンで は受 粉 後85～90日 ごろ に胚 発 生

が 完 了 す る(4).

さ らに,ラ ン科植 物 に は,シ ラ ンの よ うに種 子 の発 芽

が 容 易 な種 類 と シ ュ ン ラ ンや キ ン ラ ンの よ うに種 子 の発

芽 が 困 難 な 種 類 が あ る(4,10).こ の場 合,発 芽 困難 な種

類 で も,未 熟 種 子 は 発 芽 しや す い こ とが知 ら れ て い る

(4,5,6,8,10,11).

本 報 告 は シ ュ ンラ ンお よび パ フ ィオ ペ デ ィ ラ ム を 用

い,胚 珠 形 成 お よび 受 精 後 の 種 子 形 成 過 程 を 組 織 学 的 に

観 察 す る と と もに,種 子 形 成 過 程 と種 子 発 芽 との 関 係 を

追 究 した も のの 大 要 で あ る.

材 料 及 び 方 法

材 料 と しては,屋 内で 栽 培 した シ ュ ン ラ ン(Cジ 〃めゴー

4伽 〃3906γ 伽gガRchb.f.,1977年4月9日 受 粉)お よ

び パ フ ィオ ペ デ ィラ ム(P妙 雇o餌4伽 〃z伽3ゴ9ηθPfitz.

var.s伽4θ γαθRchb.f.,1977年12月20日 受 粉)の

2種 類 を供 試 し,受 粉 後 経 時 的 に 子 房 を 採 取 した.

種 子 形成 過 程 の組 織 学 的 観 察 を 行 うため に,子 房 の 頂

部 よ り,シ ュ ン ラ ンでは30～80mm,パ フ ィオペ デ ィ ラ

ムで は10～30mmの 部 分 を5mmの 長 さに 切 断 し,

FAAで 固 定 した.組 織 の 切 断,染 色,発 芽 実 験 の 培 地

お よび 培 養 条 件 は,前 報(6)に 準 じる.な お,発 芽 実

験 に はHyponex培 地(以 下,H培 地 と 記 す)お よび

MurashigeandSkoo9培 地(以 下,MS培 地 と記 す)

の2種 類 を使 用 した.

結 果

1.子 房 肥 大 の 様 相

シ ュ ン ラ ンの子 房 は,受 粉 後4日 ご ろか ら肥 大 し始 め

た.子 房 の長 さ は受 粉 後60日 ご ろ ま で に,一 方,子 房

の 幅 は 受粉 後100日 ごろ ま でに そ れ ぞ れ 一 定 値 に 達 した

(第1図 及 び第3図).な お,シ ュ ン ラ ンのず い柱 は 受 粉

す る と肥 大 して緑 色 を呈 し,そ の側 壁 は 内側 に轡 曲 した

(第4図).ま た,ず い柱は受粉後40日 ごろから枯死 し

始め,受 粉後100日 ごろにすべて枯死 した.

パ フィオペディラムの子房は受粉後15日 ごろから肥

大し始めた.子 房の長さは受粉後も伸長がみられず,成

熟に至るまではほとんど一定値を示 した.一 方,子 房の

幅は受粉後110日 ごろまでに一定値に達 した.な お,子

房の幅の増加も,他 のランに比較 して,き わめて緩慢で

あった(第2図 及び第3図).

2.種 子 の 形 成 過 程

シュンランの胚珠は,受 粉後43～45日 ご ろ に 完成

し,開 花中は胚珠原基が見られるにすぎなか った.胚 の

うは8核 で,卵 装置,3個 の反足細胞および2個 の極核

をもっていた.受 粉後48～50日 ごろに重複受精が観察

され,胚 発生は受粉後60日 ごろか ら開始され るととも

に,内 珠皮の崩壊が始まった.受 粉後70日 ごろには,

胚,胚 柄,胚 管および胚乳核が明確に認められるように

なり,受 粉後115～120日 ごろに胚発生は完了 した.受

精後の胚乳核は3～5個 に増殖 し,受 粉後110日 ごろ消

失 した(第5図).

シ ュンランの受精後の胚発生過程をみると(第7図),

8細 胞期(quadrantstage)で はcc細 胞 およびcd細

胞はそれぞれ横分裂を行い,そ れぞれ2層 に重なった細

胞 となった.2個 のcb細 胞 は接線分裂を行い,4個 の

細胞となった.16細 胞期(octantstage)で は,2層 に

重なったcc細 胞の頂部方向の細胞は1細 胞とな り,基

部方向の細胞は1'細 胞となってそれぞれ接線分裂を行

い,そ れぞれ左右に並んだ2個 の細胞 となった.2層 に

重なったcd細 胞のそれぞれは横分 裂 を行 い,重 なっ

た4個 の細胞 とな る.イ ンターメディア リー期(inter-

mediarystage)お よびそれ以降 となる と,1細 胞およ

び1'細 胞は,そ れぞれ横分裂を行 い,そ れぞれ2層 に

重なった細胞 となった.1細 胞の頂部の細胞は放射分裂

を行い,周 辺の細胞とな り,1細 胞の基部方向の細胞お

よび1'細 胞の2層 の細胞は接線分裂お よび放射分裂を

行い,胚 の周辺の細胞および内側の細胞となった.こ の

ようにして生 じた胚の周辺の細胞および内側の細胞は,

それぞれ垂層分裂および並層分裂を幾度か繰 り返 して細

胞数を増加し,胚 は肥大 した.4個 のcd細 胞 はそれぞ

れ横分裂を行い,10～12個 の重なった胚柄細胞 とな っ
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第1図 シ ュ ソ ラ ソの 子 房 肥 大 の 様 相

1:10日,2:20日,3:30日,4:50日,5:60日,6:80日,7:90日,8:110日,

9:130日,10:150日.(受 粉 後 の 日数,目 盛 は5mm単 位)

第2図 パ フ ィオ ペ デ ィ ラ ムの 子 房 肥 大 の 様 相

1:未 受 粉 の もの,2:10日,3:20日,4:50日,5:80日,6:110日,7:140日,8:160日,

9:190日,10:220日.(受 粉 後 の 日数,目 盛 は5mm単 位)
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第3図 シ ュソラソ及びパ フィオペデ ィラムの子房 肥大

の様相

第4図 シ ュソラソのずい柱

A:未 受 粉のずい柱,B:受 粉後10日

のずい柱(ず い柱は肥大 し,緑 色を呈 し,

そ の側壁 は内側に轡曲する.矢 印).(目 盛

は5mm単 位)

第5図 シュソラソの種子形成過程

1:未 受粉の もの(胚 珠原基のみ.×600),2:40日(胚 の う母細胞が明確 となる,内 珠皮分化.×600),

3:45日(胚 珠形成.×400),4:50日(受 精,×400),5:60日(内 珠 皮崩壊始める.×400) ,6:70日

(胚,胚 柄,胚 管お よび胚乳核が 明確 とな る.×400),7:80日(胚 乳核 退化 し始める.×280),8:90日

(×280),9:100日(280),10:110日(胚 乳核消失.×280),11:120日(胚 発生完了.×150).(受 粉 後

の 日数)

a:反 足細胞,p:極 核,e:卵 装置,o:外 珠 皮,i:内 珠皮,m:珠 孔,n:胚 乳核,矢 印:胚 管.
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第6図 パ フ ィ オペ デ ィ ラ ム の種 子 形 成 過 程

1:未 受 粉 の も の(胚 珠 原 基 の み.×400),2:20日(胞 原 細 胞 が み られ る.×400),3:50日(胚 の う母細 胞

第1回 分 裂 ・ 内珠 皮 お よび外 珠 皮が 明 確 と な る・ ×400),4,4':60日(胚 珠 形 成 ×280),5:70日(受 精

×280),6:80日(胚 形 成 始 ま る.×280),7:90日(胚,胚 柄 分 化,お よび 胚 乳 核 が み られ る .×280),8:110

日(胚 お よび胚 柄 明確 とな る.×200),9:160日(110日 か ら150日 ま で は,ほ とん ど 同'じ よ うな 様 相 で あ っ

た.×150),10:180日(×150),11:190日(胚 乳 核 消 失.×150),12:200日(胚 発生 完 了.×200) .(受 粉

後 の 日数)
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た.4個 のcb細 胞は伸長するとともにそれぞれ接線分

裂を行い,6～8個 となって胚管細胞とな り,胚 の生長

とともに頂部方向および基部方向に伸長 し,胚 の長さと

伺 じ長さになった.

パ フィオペディラムは,開 花中は胚珠原基が見られる

、にすぎず,受 粉後58～60日 ごろに胚珠が完成 した.胚

の うは8核 で,卵 装置,3個 の反足細胞および2個 の極

核をもっていた.受 粉後68～70日 ごろに重複受精が観

察され,胚 発生は受粉後80日 ごろから開始された.受

粉後90日 ごろには胚,胚 柄および胚乳核が 明確 とな

り,受 粉後115～120日 ごろに胚発生は完了した.受 精

後の胚乳核は3～5個 に増殖し,受 粉後190日 ごろに消

失した(第6図).

パ フィオペディラムの受精後の胚発生過程 を み る と

(第7図),8細 胞期では,2層 に重なったca細 胞はそ

れぞれ接線分裂を行い,そ れぞれ左右に並んだ2個 の細

胞 となった.ci細 胞は横分裂 を行 い,頂 部方向の細胞

はn細 胞 となり,基 部方向の細胞はn'細 胞となった.

16細 胞期では,ca細 胞 の頂部方向の細胞は1細 胞とな

り,基 部方向の細胞は1'細 胞とな った.m細 胞は接線

第7図 シ ュンラソ(A)及 びパフィオペ デ ィラム(B)の 胚発生過程

1:4細 胞期,2:8細 胞期,3:16細 胞期,4:イ ソターメデ ィア リー期,5:完 成 した胚.

cc:caの 頂部方向の娘細胞,cd:caの 基部方向の娘細胞.
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分裂を行って,左 右に並んだ2個 の細胞 とな り,n細 胞

は横分裂を行って2層 に重なった細胞となった.イ ンタ

ーメディア リー期およびそれ以降になると,1細 胞およ

び1'細 胞はそれぞれ横分裂を行 い,そ れぞれ2層 に重

なった細胞となった.1細 胞の頂部の細胞は放射分裂を

行い,胚 の周辺の細胞となった.1細 胞の基部方向の細

胞および1'細 胞の2層 の細胞は,接 線分裂および放 射

分裂を行い,胚 の周辺の細胞および内側の細 胞 とな っ

た.こ のようにして生じた胚の周辺の細胞および内側の

細胞は,そ れぞれ垂層分裂および並層分裂を幾度か繰 り

返 し,細 胞数を増加 し,胚 は肥大 した.m細 胞,n細 胞

およびn'細 胞はほとんど分裂を行わない.n'細 胞は胚

の生長 とともに肥大し,胚 柄を形成 した.

3.種 子 形 成 過 程 に おけ る種 子 お よび 胚 の生

長

シュンランの種子の長さは胚珠形成後急速に増加 し,

受粉後110日 ごろに一定値に達 した.ま た,種 子の幅は

徐々に増加 し,受 粉後80日 ごろに一定値に達 した.一

方,胚 の長さと幅は徐々に増加し,受 粉後115～120日

ごろにそれぞれ一定値に達した(第8図).

パ フィオペディラムの種子の長さは胚珠形成後急速に

増加するが,受 粉後90日 か ら130日 の間はほとんど増

加がみられず,受 粉後130日 以降から再び急速に増加

し,受 粉後150日 ごろに一定値に達した.ま た,種 子の

幅は長さと同様な傾向を示 した.す なわち,受 粉後90

日ごろまでは徐々に増加 し,受 粉後90日 か ら130日 の

問はほとんど増加がみられず,受 粉後130日 以降から再

び増加 し,受 粉後160日 ごろに一定値に達 した.一一方,

胚の長さと幅は受粉後90日 ごろから増加 し始めたが,

受粉後100日 か ら130日 の間はほとんど増加がみられ

ず,受 粉後130日 以降から再び増加 して,受 粉後195～

200日 ごろにそれぞれ一定値に達 した(第9図).

4.種 子 形 成 過 程 と種 子 発 芽 との 関 係

シュンランの種子は受粉後80日 ごろから発芽能力を

有 し,受 粉後100日 ごろに約65%の 発芽率を示 し,最

も発芽率が高かった.ま た,平 均発芽日数は38日 で,

発芽後の発育も良好であった.受 粉後110日 以降は発芽

率は低くなり,平 均発芽日数は大きくなる傾向が見られ

た(第10図 及び第1表).

シュンランの種子発芽および発育の様相をみると(第

12図),ま ず胚が膨潤 し,そ の基部は褐色を呈した.さ

らに胚の基部の褐色部分の面積が増加 し,胚 は丸型から

逆三角型となり,種 皮を破って発芽 した.プ ロ トコーム

第8図 シュソラソの種子形成過程における種子及び胚

の生長

第9図 パフィオペディラムの種子形成過程における種子及び胚の生長
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の頂部側の半分が徐々に伸長 し,柱 状を呈するようにな

り,根 茎(リ ゾーム)を 形成 した.根 茎の表皮に小突起

が多数形成され,そ れぞれの突起から仮根を生 じた.プ

ロ トコームからの仮根の発生は発芽後10～15日 ごろで

あった.

パ フィオペディラムの種子は受粉後160日 ごろから発

芽能力を有し,受 粉後170日 ごろか ら180日 までの間発

芽率約85%を 示 し,最 も発芽率が高かった.な お,平

均発芽日数は受粉後の日数が増加するにしたが って小さ

くなる傾向が見られた.受 粉後170日 以降は発芽後の発

育も良好であった(第11図 及 び第1表).

パ フィオペディラムの種子発芽および発育の様相をみ

ると(第12図),ま ず胚が膨潤 して楕円型とな り,種 皮

を破って発芽した.プ ロトコームは基部側の半分がわず

かに伸長し,幼 芽 と根を分化 した.プ ロトコー一ムからの

仮根の発生は発芽後40～50日 ごろであ り,ま た,根 の
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第10図 シ ュソ ラ ソの 種 子 形成 過 程 と発 芽 との 関 係

1:60日(0タ6),2:70日(0タ6),3:80日(4096),4:90日(40%),5:100日(65%),6:110日(10

%),7:120日(5%),8:130日(2%),9:140日(2%),10:150日(2%).(受 粉 後 の 日数,%は 発 芽

率,目 盛 は5mm単 位,い ず れ も培 地 はHyponex培 地)
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分化は発芽後110～150日 ごろであった.根 には白色な

い し淡褐色を呈 した多数の根毛が見られた・

培地についてみると(第11図 及び第1表),MS培 地

に比較 してH培 地がわずかに優れていた.

考 察

シュンランおよびパフィオペディラムの2種 類のラン

を用い,胚 珠形成および受精後の種子形成過程を組織学

的に観察するとともに,種 子形成過程と種子発芽 との関

係を追究し,上 述のような結果を得ることができた.以

下,こ れらの実験結果につき,二 三の考察を行ってみた

い.

まず,子 房肥大の様相をみ る と(第3図),シ ュンラ

ンの子房長は受粉後急速に増加するのに対して,パ フィ

オペディラムの子房長は開花時から受粉後の種子形成完

了に至るまでほとんど同 じであった.

また,種 子および胚の大きさをみると(第8図 及び第

9図),シ ュンランの種子の大きさ は,胚 珠形成後か ら

急速に増加 して一定値に達 した.一 方,パ フィオペディ

ラムでは,胚 珠形成(受 粉後60日 ごろ)後 から受粉後

90日 ごろまでは急速に増加するが,受 粉後90日 か ら130

日ごろまでほとんど増加が見られず,受 粉後130日 以降

再び増加 し,受 粉後115～120日 ごろに一定値に達 した.

一方 ,胚 の大きさにおいても種子の大きさと同様の傾

向が見られた.パ フィオペディラムの種子および胚の大

きさの増加がみ られなかった受粉後90日(3月30日 〉

から130日(4月29日)に かけての気温をみると(第

13図),最 低気温が徐々に上昇 していることから,種 子

および胚の大きさの増加がみられなか った の は,む し

第11図 パ フ ィオ ペ デ ィラ ム の 種 子 形 成 過 程 と発 芽 との 関係

1:160日(a:0.5%,b:0.5%),2:170日(a:80タ6,b:85タ6),3:180日(a:80%,b:85%),4:

190日(a:70%,b:75%),5ご200日(a:60タ6,b:65%),6:210日(a:60%,b:65%),7:220日

(a:60%,b:65%).(受 粉 後 の 日数,%は 発芽 率,目 盛 は5mm単 位,a:MurashigeandSkoog培 地,

b:Hyponex培 地)
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ろ,最 高気温が2月 下旬から3月 中旬に比較 して1.5～

2.5。C低 かったことが影響 しているのではないか と推察

される.

次に,モ ジズ リおよびサギソウでは,胚 発生完了まで

の日数は 極めて短く,前 者では 受粉後13日 ごろ,後

者では受粉後25日 ごろに胚発生を完了した(4).し か
'し
,シ ュンランでは胚発生完了まで の日数は115～120

日であ り,パ フィオペディラムでは195～200日 であ り.

胚発生完了までの日数はいずれも極めて長かった.こ の

ような胚発生完了までに要する日数の差異は,受 粉後か

ら受精までに要する日数が関係があるのではないかと推

察される(6).す なわち,モ ジズリおよびサギソウのよ

うに受粉後から受精までの日数が短いものは,胚 発生完

了までに要する日数も短 く,一 方,パ フィオペディラム

のように受粉後から受精までの日数が長いものは,胚 発

生完了までの日数も長 くなる傾向がみられた(6).

実験 に供 したランの種子形成過程についてみると(第

5図 ～第7図),シ ュンランの胚のうは8核 で,卵 装置

3個 の反足細胞および2個 の極核をもち,Abe(1)の 報=

告 と一一致 した.パ フィオペディラムの胚のうも8核 で,

卵装置,3個 の反足細胞および2個 の極核をもち,Pod-

dubnaya-Arnoldi(7)の 報告 と一一致した.

Veyret(9)の ラ ン科植物の胚発生過程の分類 にしたが

第12図 シュソラソ(A)及 びパ フィオペ ディラム(B)の 種子発芽過程,

及び発育の様相

1:種 子全形,2:発 芽前期(胚 肥大),3:発 芽(胚 は種皮を破 って

外 に現れ る),4:胚 は プロ トコー ム状 とな り,仮 根を発生す る,5:

幼 苗.

t:種 皮,e:胚,a:仮 根,r:根,rh:根 毛,s:幼 芽.

第1表 シ ュソ ラソ及 びパフ ィオペデ ィラムの種子形成

過 程 と発芽との関係

嗣 宜 月 ノ日ハIW'～1W6ノ

第13図 パフ ィオペデ ィラムの受粉後か ら種子形 成完 了ま

での旬別 平均最高及び最低気温
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うと,シ ュンランの4細 胞期の前胚はC型 に,パ フィオ

ペディラムのそれはC2型 に分類される.ま た,4細 胞

期から胚発生完了までの胚発生過程のVeyretの 分類に

従えば,シ ュ ン ランはH型(・ 肋gγα6傷粥4ゴ3批 肋〃z

型),パ フィオペディラムはF型(Co610gy駕 ヵαγゴs履

型)の 変異した型ではないかと考えられた.

ラ ンの種子形成過程 と種子発芽 との関係を,胚 発生過

程に着 目してみると(第5図 ～第7図,第10図 ～第11

図及 び第1表),シ ュンランは16細 胞期からインターメ

デ ィアリー期の間(受 粉後160日 ごろ)ご ろから,パ フ

ィオペディラムは16細 胞期(受 粉後160日 ごろ)以 降

発芽能力をもった.シ ュンランは,発 芽能力をもつよう

になる時期が極めて遅い.一 方,極 めて早期に発芽能力

をもつようになるランにはシランがあ り,前 胚の4細 胞

i期(受 粉後45日 ごろ)以 前から発芽能力を も って い

た.そ の時期は受精後5日 ごろであ り,胚 形成の始まっ

ていない段階であった(6).な お,い ずれのランに お い

て も発芽率が良好であったのは,胚 発生完了前後であっ

た.

シュンラソやエビネは,一 般に発芽困難な種類として

知 られている.沢 ・鳥潟ら(8)は,受 粉後4か 月のシュ

γランの未熟種子が最も発芽率が高かったと報告してお

り,筆 者は,未 熟種子を播種す る こ とによって最高約

65%の 発芽率が得られるこ とを,本 研究において明ら

かにした.一 ・般にラン科植物の種子の発芽が 困難 な の

は,種 皮や胚にフェノール性の発芽抑制物質が含まれて

い るからではないかと考えられている(3).

シュンランおよびパフィオペディラムの未熟種子を培

養 した寒天培地には,明 らかに未熟種子から浸出したと

見 られる物質が培地に拡散し,培 地が褐変していた.し

か し,種 子形成過程のかな り進行した種子を培養した培

地(シ ュンランでは受粉後120日 以降,パ フィオペディ

ラムでは受粉後210日 以降)に は,ほ とんど褐変現象は

見 られなかった.し たがって,未 熟種子を培養した培地

の褐変現象は,発 芽抑制物質か,あ るいは発芽抑制物質

の前駆物質が種皮あるいは胚から浸出したためではない

か と推察される.な お,褐 変現象は,MS培 地 に比較 し

て,H培 地にお い て顕著であった(第10図 及 び第11

図).

パ フィォペディラムにおいては,発 芽後種々の発育段

階において枯死するものが,MS培 地およびH培 地のい

ずれの培地においても観察された.こ のような発芽後の

枯死は培地組成あるいは環境条件によるものではないか

と推察される.

周知のように,園 芸品種のデンドロビウムやコチ ョウ

ランは種子発芽および 発芽後の 発育は斉一である(4).

一・方,野 生種のランでは種子発芽および発芽後の発育が

不ぞろいで,と くに キンランに おいて著しかった(4).

本研究においても,シ ュンランおよびパフィオペディラ

ムは,種 子発芽および発芽後の発育が不ぞろいとなる傾

向が見られた.

摘 要

シュンランおよびパフィオペディラムの2種 類のラン

を供試 し,胚 珠形成および受精後の種子形成過程を組織

学的に観察するとともに,種 子形成過程と種子発芽との

関係を追究した.

1・ シュンランのずい柱は受粉すると緑色を呈して肥

大 し,ず い柱の側壁は内側に攣曲した.こ のずい柱は受

粉後100日 ごろに枯死 した.

2.子 房 の大きさは,シ ュンランでは受粉すると急速

に増加 し,受 粉後100日 ごろに一定値に達した.パ フィ

オペディラムの子房の長さは開花中から成熟に至るまで

ほとんどど同様であった.一 方,子 房の幅の増加も他の

ランに比較 して緩慢であった.

3.種 子および胚の大きさは,シ ュンランは受精する

と急速に増大 し,種 子は受粉後110日 ごろに,胚 は受粉

後115～120日 ごろにそれぞれ一定値に達 した.パ フィ

オペディラムでは,受 精後一定期間増大し,そ の後 しば

らく増大を休止 し,再 び増大 して,そ れぞれ一定値に達

した.

4.胚 珠形成は,シ ュンランでは受粉後43～45日 ご

ろに,パ フィオペディラムでは受粉後58～60日 ごろに

完了 した.重 複受精は,シ ュンランでは受粉後48～50

日ごろに,パ フィオペディラムでは受粉後68～70日 ご

ろに行われた.胚 の う核は,シ ュンランおよびパフィォ

ペディラムのいずれにおいても,8個 観察された.受 粉

後から胚発生完了までに要する日数は,シ ュンランでは

115～120日,パ フィオペディラムでは195～200日 であ

った.

5.胚 発生過程の様相は,以 下のようであった.す な

わち,4細 胞期では,シ ュンランはC1型,パ フィォペ

ディラムはC2型 であった.4細 胞期以降の胚発生過程

をみると,シ ュンランはH型(・ 肋9γαθc鰯⑫4ゴ3漉伽 粥

型),パ フィオペディラムはF型(Co610gア ηθ卯γゴs履

型)の 変異型に,そ れぞれ類似していた.シ ュンランお

よびパフィォペディラムの胚はいずれもca細 胞から形

成 された.

6.受 精後の胚乳核は,シ ュンランおよびパフィォペ

ディラムのいずれにおいても3～5個 が観察された.胚

柄はシュンランおよびパフィオペディラムのいずれにお
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い て も認 め られ た.ま た,胚 管 は シ ュ ン ラ ンで観 察 され

た.

7.種 子 の 発 芽 能 力 は,シ ュ ン ラ ンで は16細 胞 期 か

らイ ンタ ー メデ ィ ア リー期 の 間(受 粉 後80日 ごろ)以

降,パ フ ィオペ デ ィ ラ ムで は16細 胞 期(受 粉後160日

ご ろ)以 降 に 認 め られ た.な お,い ず れ の ラ ンに お い て

も胚 発 生完 了 前 後 に お い て 発 芽 率 が 最 も高 か った.培 地

と して は,MS培 地 に 比 較 してH培 地 が 優 れ て い た.
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